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１ 基本方針 

 （１）目的 

    本計画は、大規模災害の発生において、本園の利用者（園児、保護者、関係者）

及び職員の命を守ることを最優先し、次に施設の状況確認後、速やかに教育・保育

の継続または早期再開することを目的とする。 

 

 （２）災害発生時の初期対応 

   （ア）利用者・職員及び関係者の安全確保を最優先とする。 

   （イ）施設⾧は、園児の保護者が迎えに来るまで安全に配慮し、職員も安全に帰宅

させる。 

   （ウ）施設及び設備の安全を確認し、速やかに教育・保育を再開する。速やかに再

開できない状況の場合は１ヶ月以内の復旧を目指す。 

 

 （３）適用範囲 

    本計画は、志和池さくらんぼこども園に対して適応する。 

 

２ 災害時役割分担 

  災害（地震・大雨・洪水・台風・火災・土砂等）発生時の役割分担 

主な役割 担当職員 

① 災害状況確認（保育課・ＰＣ・スマホ・保護者コドモン連絡等） 園⾧・副園⾧・主幹 

② 施設の被害状況確認（施設内外） 園⾧・副園⾧・主幹 

③ 教育・保育継続、避難所への避難、休園・降園の判断と連絡 園⾧・副園⾧ 

④ 保育課への被災状況報告 園⾧・副園⾧ 

⑤ 園内放送で園児・職員への避難指示、災害時引き渡し申請書の準備 副園⾧・主幹 

⑥ 園児・職員の避難誘導、確認 副園⾧・主幹 

⑦ 園児・職員の被災状況・人数の確認 副園⾧・主幹 

⑧ 園⾧への状況報告 副園⾧・主幹 

⑨ 園児の安全確保 各クラス担任 

⑩ 緊急時の連絡・引き渡しカードの確認と引き渡し 主幹・クラス担任 
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３ 災害発生時の行動 

 （１）教育・保育中に地震が発生（震度５弱以上） 

   （ア）揺れを感じた瞬間に園児を安全な場所（机の下等）に誘導し、クラスの扉を

開けるなど避難経路を確保しながら、揺れが収まるまで頭を両手や防災ズキ

ンなどで守る等の防御姿勢をとるように指示する。その際、頭上から物が落

ちてこないか周囲の状況を確認しながら園児がパニックにならないように落

ち着いた言動で言葉かけを行う。 

   （イ）揺れが収まったら園内放送又はトランシーバー(IP 電話)に従って第一避難場

所（下水流児童公園）に避難して人数を確認し、状況確認に来た主幹に報告

する。余震に十分気を配る。 

・園庭にいた場合はそのまま安全な場所にとどまり人数確認をする。クラス

全員が避難してから再度人数確認をする。 

・散歩中だった場合は、クラス責任者の判断で安全な場所に避難し人数確認

をする。揺れが収まったらトランシーバー(IP 電話)で状況報告をし、道路

の亀裂や頭上の落下物に注意を払い、安全を確保しながら帰園し、人数確

保・報告をする。 

        （ウ）園⾧（不在の場合は副園⾧又は主幹）は地震により火災が発生していないか

確認し、火災が起きた場合は下水流児童公園又は駐車場、公民館の安全な場

所に速やかに避難させる。 

        （エ）園⾧は被害を確認し、保育の継続か保護者に迎えを依頼するか判断する。 

        （オ）余震を警戒し、安全な場所で（必要ならば合同教育・保育）で過ごし、二次

災害が起きないように備える。 

        （カ）保護者又は緊急時引き渡しカードの引き取り者が迎えに来るまで園児の安全

を確保する。その際、迎えが来るまで園に残る職員と帰宅する職員の判断を

園⾧又は代理が行う。 

        （キ）翌日の開園は状況を見て判断し、コドモンでその日の夜か次の日の朝６時ま

でに送信する。停電等により送信できない場合は園入口に貼り紙で知らせ

る。 

           ① 施設の被害が少なく、電気・水道・ガスのライフラインが生きている場 

合は通常保育 

           ② 施設の被害は少ないが、電気使用不可の場合は季節によるが短縮保育 

           ③ 施設の被害は少ないが、水道不可でトイレが使えない場合は復旧まで 

             休園           
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④ 施設の被害が大きく、ライフラインが全滅の場合は開園できる状況まで 

休園 

        （ク）園の再開はコドモンで送信する。保育課にも再開の状況を伝える。 

        （ケ）震度５弱未満の場合は、地震速報や周囲の状況を確認し必要に応じた行動を

とる。 

 

      （２）教育・保育中に火災が発生 

     （ア）火元を特定し、園内の場合は火元から離れるように避難訓練通り第一避難場

所（下水流児童公園）に避難させる。同時に赤電話で消防署に通報する。地

震後の火災の場合は避難経路が通れなかったり落下物があったりするので安

全を確保して避難する。 

   （イ）初期消火班が消火器で消火できる場合は速やかに消火する。火の勢いが強い

場合は無理せずドア等を閉めて避難する。第一避難場所に避難後、園⾧に消

火の有無を報告する。 

   （ウ）消火の有無にかかわらず、消防隊が到着するまで園内へは戻らない。 

   （エ）雨などが降っている場合は市役所に連絡し園児の待機場所の相談をする。

（公民館等） 

   （オ）コドモンにて保護者へ避難状況、避難場所等の説明をし、迎えを依頼する。 

 

 （３）教育・保育中に大型台風、竜巻、大雨等が発生 

   （ア）予め大型台風や大雨の予想ができる場合は、休園を市や県と相談する。 

      警戒レベル４では休園とする。登園後に警戒レベル４になった場合は、お迎

えの依頼を行う。 

   （イ）園児を窓ガラス等の危険な場所から離れた安全な場所に移動させ、防御姿勢

を取らせる。 

   （ウ）園⾧は天気予報を確認し、コドモンにて保護者へ迎えを依頼する。未読の場

合は電話をして対応する。迎え中の道路の冠水、増水、地滑り、強風等、安

全を確保してから迎えに来てもらう。 

   （エ）被害状況により迎えが困難な園児は、迎えが来るまで園で待機する。 

   （オ）保育課へ被災状況を報告する。（保育課ＴＥＬ 23-4894） 
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（４）教育・保育中に河川の氾濫が発生 

 

   （ア）災害情報を常に確認し、警戒レベル４になった時点で保護者へコドモンで迎

えの依頼をする。 

   （イ）災害情報と警戒レベルを常に確認し、警戒レベル４になったら指定避難場所

(志和池地区公民館)に避難する。雨や風が強く非難できない場合は園に待機

する。 

   （ウ）職員は、食料・トイレの状況・電気・水道・ガスの状況を確認する。 

   （エ）園内への浸水、土砂災害の危険がない場合は、園児が安心できる雰囲気づく

りをしながら迎えが来るまで待機させる。 

   （オ）氾濫した水が夜になっても引かない場合は、園児を午睡用の布団で寝かせ、

明るくなって水が引いたことを確認できたら保護者に迎えに来てもらう。 

   （カ）翌日も大雨や氾濫が続き対応できない場合は、自衛隊へ救助要請を行う。 

 

 （５）教育・保育中にＪアラートが発生 

   （ア）クラスで教育・保育中の場合はきりん・らいおん組の部屋に避難し、窓のロ

ールカーテンを下げ、窓から離れた位置で低い姿勢になり、頭を抱えて防御

態勢を取る。 

   （イ）園庭で活動中の場合は、速やかに（ア）の避難場所に避難し（ア）と同じ行

動を取る。 

   （ウ）園外教育・保育中（散歩等）の場合は、近くの頑丈な建物の中に避難する。

人がいる建物の場合は園名を伝え、避難することの了承を得る。 

   （エ）園外教育・保育中（散歩等）で近くに建物がない場合は、物陰に隠れるか地

面に伏せて頭を抱える防御態勢を取る。 

   （オ）上記の（ウ）（エ）については、安全を確認したら速やかに園に連絡し状況

を伝える。 

 

 （６）ＡＥＤについて 

   （ア）心肺が停止して園児・保護者・職員等を発見した者は、速やかに近くの職員

に１１９番通報とＡＥＤを持ってくることを指示する。ＡＥＤは職員室横の

玄関から持ってくる。ＡＥＤを持ってくる間、職員は心臓マッサージを休み

なく交替で行う。 
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   （イ）ＡＥＤが到着したら、機械のアナウンスに従って救命活動を行う。尚、一人

では行わず必ず２人以上で行う。 

   （ウ）救急車が到着するまで心肺蘇生を繰り返す。 

 

 （７）トイレの利用について 

   （ア）地震の場合は、配水管の破損により下水が漏れ出す可能性があるので、市役

所の下水道課等に被害状況を確認してから使用する。 

（下水道課ＴＥＬ ２３-５９２１） 

   （イ）断水の場合は使用するトイレを限定し、小便は数回分まとめて流し、大便は

バケツ１杯分の水で流す。その際、トイレットペーパーは流さずビニル袋等

にまとめて捨てる。 

   （ウ）大きな地震の後など断水の可能性がある場合は、沐浴槽やバケツ、空のペッ

トボトル等に水を溜めておく。 

 

 （８）給食の提供について 

   （ア）栄養士・調理師（不在の場合は副園⾧・主幹等）に、給食やおやつ等の提供

状況の確認を行う。 

   （イ）食材の在庫状況、今後の納品状況の確認を行う。 

   （ウ）非常食を給食室保管倉庫、水を職員室横の玄関から出す。 

 

（９）ライフラインの確認について 

   （ア）電気については「九電」、ガス（プロパン）については「ＪＡ宮崎都城プロ

パンガスセンター」、水道については「都城市」に確認してから使用する。 

   （イ）ガスはプロパンガスのため、転倒等の不具合がなければ使用可能であるが、

安全確認が取れるまでは使用を控える。 
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  （10）開園時間外に災害が発生 

   （ア）職員は自身（含家族）の安全を確保後、安否確認を電話(緊急連絡網)・コド

モンにて報告する。 

   （イ）園⾧・副園⾧・主幹は、自身及び家族の安全確保後に、道路が通行可能な場

合は施設の状況確認に向かい、被害状況確認後、教育・保育継続の有無を職

員に電話・コドモンで報告した後、保護者へコドモンで今後の対応について

送信する。 

      但し、夜間移動は危険なので夜明けを待って行動する。 

   （ウ）園児及び保護者の安否確認を行う。実施方法やタイミングは状況に合わせて

検討する。 

４ 事業継続に向けて 

（１）施設の被害状況を確認し、全てのライフラインが生きている場合は通常の教育・保

育活動を行う。 

 

（２）施設の安全が確保されない場合は、教育・保育活動を行わず、状況を都城市保育課

に報告する。 

 

（３）施設の安全が確保されない場合、都城市と相談して、代替場所を借りられる場合は、

必要な教育・保育材料を運び、代替保育・教育の準備を進め、その後「代替教育・

保育班」と「施設復旧班」に分かれて業務を行う。尚、班編制については職員のモ

チベーションを考慮し、定期的に変更する。 

      班の担当については各クラスの職員配置によって以上児クラスから 1 名ずつ、未

満児クラスは配置が足りているかによって人数を決める。 

 

（４）災害後に提供する教育・保育活動の内容を職員会議で決定し、職員全員が教育・保

育内容を把握した状態で勤める。状況に応じて、日常行っている朝の会や朝の活動

についてはしっかり行い、教育・保育活動については臨機応変に対応していく。そ

の上で、園児や保護者に丁寧に対応し、安心して通える雰囲気を作っていく。 

 

（５）園での教育・保育の有無や代替場所での活動など、教育・保育活動の方向が決まっ

た時点で保護者へコドモン配信、園の玄関に貼り紙、都城市役所に貼り紙などをし

て知らせる。 
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（６）代替教育・保育中は教育・保育できる園児の数に限りがある場合があるので、医療

従事者や保育士など、どうしても出勤しなくてはならない家庭の園児を優先して

預かる。そのことは前もって保護者に伝えておく。また、受け入れきれなかった場

合は、都城市内の幼児施設に一時預かりの空きがあった場合はそこを案内する。 

 

（７）給食は、都城市の給食組合と相談して対処する。①案～弁当持参にする。②案～代

替保育先の調理室を使って給食の準備をする。③案～別の場所で調理した給食か

弁当の準備等を協議する。 

 

（８）災害後 72 時間以内に 1 回は職員に休日を与え、家族の健康管理の機会を確保する。

職員が精神的に不安定な場合は無理をさせず、落ち着くまで休日を与える。 
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５ 災害対応一覧表 

（１）地震 

①クラスの机等、上からの落下物を防ぐ防御姿勢 

          ↓ 

②第一避難場所に避難 

 

 

 

避難場所は下水流児童公園 

 

（２）火災 

火災と逆方向から避難  できるだけ火災場所から離れる。 

（３）台風・竜巻 

①窓から離れた安全な場所に移動 

②窓ガラスが破損し危険な状況     

警戒レベル４で保護者へ迎えを

依頼 

速やかに保護者に迎えの依頼 

（４）河川の氾濫 

①警戒レベル３ （自由登園） 

②警戒レベル４ （休園） 

③冠水して避難できない場合 

保護者へ災害状況コドモン配信 

保護者へ迎えのコドモン配信 

施設に待機し非常食の準備 

（５）Ｊアラート 

①園内にいる場合 

②園外にいる場合 

きりん・らいおん組に移動・ロー

ルカーテンを閉める。 

近くの頑丈な建物か物陰に避難 

（６）警戒レベルについて 

  ◎ 大雨などの場合は警戒レベルを常に確認し、災害が発生する前に園児の迎えを

検討する。 
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警戒レベル 都城市〔警戒レベル      〕が発令 

された地域にお住まいの方は、速やかに 

避難してください。 

心構えを高める 
(早期注意情報を 

気象庁が発表) 

避難行動の確認 
(洪水注意報や 

大雨注意報を 

気象庁が発表) 

避難に時間を 

要する人は避難 
(避難準備などを

都城市が発令) 

安全な場所へ避難 
(避難勧告や避難指示

を都城市が発令) 

既に災害が発生 
(災害発生情報を 

可能な範囲で 

都城市が発令) 

【警戒レベル】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

６ 感染症発対応 

  平時から、病原性の高い新型インフルエンザや新型コロナウィルス感染症等の発生・流

行に備え、発生時等の対応を策定し、園内での感染者発生の抑止力及び感染拡大の防止に

努める。 

 （１）事前準備 

   ① 情報収集・・・・都城市保健所（ＴＥＬ23－4504）、都城市保育課、ネット等 

   ② 公衆衛生対策・・手洗い、うがい 

   ③ 生活必需品等の備蓄・・医療品、衛生用品、備蓄食（飲料水等） 

   ④ その他・・・・・保護者へ園児や家族が感染した場合の事前自粛の協力を依頼 

             季節性インフルエンザワクチン接種の奨励 

 （２）報告 

    園内で流行し、多くの園児が感染してきた場合は、都城市保育課、都城市保健所へ

報告し、対応を協議しながら拡大を防ぐ対処していく。 

〔警戒レベル〕で避難のタイミングをお伝えします。 

警戒レベル 

警戒レベル 

３ 

４ 

５ 
３ ４ 
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７ 研修・訓練 

    ＢＣＰの概要や重要性について法人内に周知させるため、定期的に職員に研修や訓練

を実施していく。また、ＢＣＰ計画書にある内容を根付かせ、ＢＣＰの実効性を向上さ

せるために定期的に訓練を実施する。 

 

８ ＢＣＰの見直し 

  ＢＣＰの実効性を維持するため、定期的にＢＣＰ全体にわたる見直しを実施する。 

併せて研修・訓練の結果や組織変更等によってＢＣＰを見直す必要が出た際にも、随時

ＢＣＰの見直し・修正を実施する。 

 


